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Android via Java



		 
Conversion



		 
Javaを介してAndroidでPDFをEXCELに変換する



Javaを介してAndroidでPDFをEXCELにレンダリングする

Microsoft ®ExcelまたはAdobe® Acrobat Readerを必要とせずに、Androidアプリケーション内でPDFをEXCELに変換します







ダウンロード




 


2ステップのプロセスでAndroidアプリケーション内にPDFからEXCELへの変換機能を統合できます。まず、
Aspose.PDF for Android via Java
を使用すると、PDFをXLSXに変換できます。次に、強力なスプレッドシート処理API
Aspose.Cells for Android via Java
を使用して、XLSXをEXCELに変換できます。どちらのAPIも、
Aspose.Total for Android via Java
製品ファミリーに分類されます。




PDFをEXCELにレンダリングするAndroidAPI

		ドキュメント
クラスを使用してPDFファイルを開きます

		save
方法

		ワークブック
クラスを使用してXLSXドキュメントをロードします

		save
を使用して、ドキュメントをEXCEL形式で保存します。 SaveOptions))メソッド




変換要件

Maven
から直接Java経由でAspose.TotalforAndroidを簡単に使用できます。
Aspose.PDF for Android via Java
と
Aspose.Cells for Android via Java
をインストールしますアプリケーションの/java/ aspose-cells-for-android-via-java-installation /)。

または、
ダウンロード
からZIPファイルを取得することもできます。









Javaを介してAndroidでPDFファイルのXMPメタデータを取得する

Aspose.PDF for Android via Java
を使用すると、PDFファイルのXMPメタデータにアクセスできます。メタデータを取得するには、
Document
オブジェクトを作成し、入力PDFファイルを開いて[getMetadata（)]を使用します。 （https://reference.aspose.com/pdf/java/com.aspose.pdf/Document#getMetadata–)メタデータを取得するためのプロパティ。










Javaを介してAndroidでEXCELドキュメントを保護する

Aspose.Cells for Android via Java
は、ニーズに応じてEXCELファイルの保護をサポートします。ドキュメントを保護するには、[Workbook](の
protectSharedWorkbook
メソッドを使用できます。
https://reference.aspose.com/cells/java/com.aspose.cells/Workbook
)クラス。










PDF の変換オプションを Android で探索

PDF を ODP に変換
(OpenDocument プレゼンテーション形式)
PDF を OTP に変換
(OpenDocument標準フォーマット)
PDF を POTM に変換
(Microsoft PowerPoint テンプレート ファイル)
PDF を POTX に変換
(Microsoft PowerPoint テンプレートのプレゼンテーション)
PDF を POT に変換
(Microsoft PowerPoint テンプレート ファイル)
PDF を POWERPOINT に変換
(プレゼンテーションファイル)
PDF を PPSM に変換
(マクロを有効にしたスライド ショー)
PDF を PPSX に変換
(PowerPoint スライド ショー)
PDF を PPS に変換
(PowerPoint スライド ショー)
PDF を PPTM に変換
(マクロが有効なプレゼンテーション ファイル)
PDF を PPT に変換
(パワーポイントによるプレゼンテーション)
PDF を SWF に変換
(ショックウェーブフラッシュムービー)
PDF を XAML に変換
(XAMLファイル)
PDF を CSV に変換
(カンマ区切りの値)
PDF を DIF に変換
(データ交換フォーマット)
PDF を FODS に変換
(OpenDocument フラット XML スプレッドシート)
PDF を MD に変換
(マークダウン言語)
PDF を ODS に変換
(OpenDocument スプレッドシート)
PDF を SXC に変換
(StarOffice Calc スプレッドシート)
PDF を TSV に変換
(タブ区切りの値)
PDF を TXT に変換
(テキストドキュメント)
PDF を XLAM に変換
(Excel マクロ有効アドイン)
PDF を XLSB に変換
(Excel バイナリ ワークブック)
PDF を XLSM に変換
(マクロが有効なスプレッドシート)
PDF を XLTM に変換
(Excel マクロ有効テンプレート)
PDF を XLTX に変換
(Excel テンプレート)
PDF を XLT に変換
(Excel 97 - 2003 テンプレート)
PDF を DOCM に変換
(Microsoft Word 2007 マルコ ファイル)
PDF を DOTM に変換
(Microsoft Word 2007+ テンプレート ファイル)
PDF を DOTX に変換
(Microsoft Wordテンプレートファイル)
PDF を DOT に変換
(Microsoft Wordテンプレートファイル)
PDF を FLATOPC に変換
(Microsoft Word 2003 ワードプロセッサML)
PDF を GIF に変換
(グラフィカル交換フォーマット)
PDF を MARKDOWN に変換
(軽量マークアップ言語)
PDF を MHTML に変換
(MIME HTML)
PDF を ODT に変換
(OpenDocument テキスト ファイル形式)
PDF を OTT に変換
(OpenDocument テンプレート)
PDF を PCL に変換
(プリンターコマンド言語)
PDF を PS に変換
(ポストスクリプトファイル)
PDF を RTF に変換
(リッチテキスト形式)



PDF ファイル形式とは

PDF (Portable Document Format) は、さまざまなソフトウェア アプリケーション、ハードウェア デバイス、オペレーティング システム間で一貫性を保った方法でドキュメントを表示するために設計されたファイル形式です。各 PDF ファイルには、テキスト、フォント、グラフィックス、および正確な表示に必要なその他の情報を含む、固定レイアウト ドキュメントの包括的な説明が含まれています。 PDF は、1990 年代初頭に Adobe Systems によって最初に開発され、テキストの書式設定やインライン画像を保持しながらコンピュータ ドキュメントを共有する手段として機能しました。

PDF ファイルは、通常、Adobe Acrobat などのソフトウェアや類似の PDF 作成ツールを使用して生成されます。現在、PDF は国際標準化機構 (ISO) によって管理されるオープン標準となっています。この標準化により、さまざまなプラットフォームやシステム間での互換性と相互運用性が確保されます。 PDF ファイルを表示するには、Adobe Reader やその他の PDF ビューアなどの無料ソフトウェアを利用できます。

PDF の大きな利点の 1 つは、プラットフォームに依存しないため、さまざまなデバイスやデバイスでシームレスに表示および印刷できることです。オペレーティングシステム。使用されるハードウェアまたはソフトウェアに関係なく、ドキュメントのレイアウトとコンテンツはそのまま残ります。この普遍的なアクセシビリティにより、さまざまなプラットフォームやシステム間でドキュメントを共有および配布するための推奨形式として PDF が人気を博しました。

テキスト、フォント、グラフィックス、書式設定を含む完全なドキュメントをカプセル化する PDF の機能により、さまざまな用途に信頼できる選択肢です。重要なレポートの共有、電子書籍の出版、フォームの配布、プロフェッショナルなプレゼンテーションの配信など、PDF を使用すると、さまざまな環境にわたって一貫したドキュメントのレンダリングとコンテンツの信頼性の高い保存が保証されます。




EXCEL ファイル形式とは

Microsoft Excel は、さまざまなファイル形式でデータを保存および共有できる汎用性の高さで知られ、広く利用されているスプレッドシート ソフトウェアです。 Excel で最も一般的に使用されるファイル形式には、XLS、XLSX、CSV、TXT、PDF、ODS、DBF があります。 XLS はデフォルトのファイル形式として機能しますが、より新しくて効率的な XLSX が人気を集めています。 CSV および TXT 形式はプレーン テキスト データで構成され、幅広いソフトウェア アプリケーションとの互換性を誇ります。 PDF ファイルは、書式設定とレイアウトを保持できるため、Excel データの共有と公開に広く使用されています。 ODS ファイルはオープンソースであるため、さまざまなソフトウェア アプリケーションとの互換性があり、共同プロジェクトに最適です。 dBASE ソフトウェアと互換性のある DBF ファイルは、大規模なデータセットを処理する場合に有利であることがわかります。さらに、XLT、XLTX、XLTM、XML など、あまり一般的には使用されないファイル形式があります。これらは主にテンプレートとして機能し、さまざまなソフトウェア アプリケーション間のデータ交換を容易にします。適切なファイル形式の選択は、対象とするアプリケーション、他のソフトウェアとの互換性、手元にあるデータのサイズと複雑さなどの要因によって異なります。これらの側面を考慮することで、ユーザーは情報に基づいた決定を下して Excel エクスペリエンスを最適化できます。








 



